
その美しさ

現代人に訴える永遠の生命力
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製作意図

600年の歴史を経て、今なお生きている重厚なドラマ「能」は、現代日本

の誇りの一つです。

能は、 1 370年代から80年代に、すぐれた排優であり、作者でもあった

観阿弥、世阿弥の父子の天才によって完成された日本最初の演劇です。その時

代の民族芸能がもっていた卑俗な卜’ラマ性やスペクタクルの要素をあえてとり
の ⑥ ● O ③ o

去って、もののあわれとも幽玄ともいわれる純粋な美のイメージを、詩と音楽

と舞により舞台の上に美事に溝成したものです、戦乱のちまたに生まれた能の

名作には、遊女とか名もない少女や人妻を主人公としたものがたくさんありま

すが、激動の時代に生きるか弱い人間の運命を、生と死に亘って深くとらえて

います。この様な題材が、誇りと権力を体現していた武士の前で堂々と演じら

れ、そしてその庇護を受けて来た事はく誇り高いすく・れた能役者が追求した人

間性の深さによるものであり、"又それを理解し共感した武士達の教養の高さを

示しているとも思われます。

真の芸術のみが持ちうる普遍性を有した能は、現代に生きる我友にも共感を

呼んでいます。この能が、やがて外国の入倉にも理解され親しまれるだろうと

いう事は、想像できる事です。現在一部の外国の人々の熱心な支持をうけてい

ることはその事を予感させるに充分です。そして更には能によって能をつくり

だした日本民族について世界の人倉は新たな理解を－歩深めることにもなるで

しょう。

映画は、初めて能をみる外国の人だが、能というものは、こういったものな

のかというアウトラインをつかむことができる様、いわば入門書的な目的で作

られています。能の数なの名作のうちで、六つの作品「藤戸」「猩を」「高砂

」「土蜘蛛」「道成寺」｜→松風」の代表的場面をとらえて、日本の能を世界の

人左に紹介しようというのが、この映画のねらいです。

この映画に出る能の解説

とくによく上演されているものの中から六曲を

えらびました。従ってよく知られた、すぐれた

能の宝庫には、今日上演されている曲目だけ

でも二百以上の曲がありますが、この映画では



神が呼び出され民衆に祝福を与えるという意
、

味考もっていた日本の古い民旋芸能は、多くの

場祭で演じられ、これを「高砂」という能にま

とめたのは世阿彌です。

「土蜘蛛」

能ばかりです。（もちろんこの他にもすぐれた

能は数多くありますけれども。 ）

「藤戸」

能が生れた時代は、趣味も品行も貴族化した

武家政治の世で、それまでに長い戦乱があり、

間もなくまた戦乱を迎えました。

従って能には戦争の哀話に取材した作品瀞い

くつもあります。「藤戸」も、「平家物語」と

いう有名な戦記物語にある話をとらえて能にし

たものです。しかし、原作をはるかに越える深

い感動があります。戦争の犠牲となって殺きれ

た名もない庶民のなげきを深くえぐった作意は

実に見事で、やはり世阿捕の手になったものだ

ろうといわれていますが、作者ははっきりしま
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これも「平家物語」にあるお話から能につく

られたものです。頼光という武勇すぐれた武士

が、怪物（この場合は大きな蜘蛛ですが）を退

治するというもの。蜘蛛ははじめ僧に化けて武

士の命をねらいますく映画はこの罰半の場合を

とりあげています。 このあと、後ジテは恐ろ

しい面をつけ、イ曽は夜の精と正体を現して、ま

た武士たちとたたかいます。

スペクタクルを主としたもので、最高級な能

とはいえませんが、蜘蛛が糸をはく（飛ばす）

のは能の発明の一つです、と云うことを指摘し

たいと思います。

作者不明です。

「猩を」

非常に古い能である「猩左」は、「石橋」と

いう作品と並んで、最大な祝言能、乃ち喜ぱし

い、めでたい能といわれています。

・酒をたたえる能で、可隣な少年の姿をした妖

精の舞を通じて、酔を美しく表現しています。

（日本では酒はめでたいものとされています｡）

能の動作は足の舞踊といわれていますが、こ

こに現れる能の場面こそば舞踊の足を駆使して

最高に見事なものを提供しています。

「道成寺」

これは、能の最大の道具乃ち大きな鐘を使う

曲です｡

映画がとりあげているのは、この「道成寺」
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の前段のやまぱです．

後段は、鐘がもとの位置につりあげられると、

女主人公は蛇に変って現われ、役者は般若（鬼

女）の面をつけて、鱗模様の衣裳を着て出る。

この見事な変化も見せるために鐘の中で面をつ

けかえ、衣裳を脱ぎかえるわけです。

これは、元々古い能を父の観阿彌か子の世阿

彌が形に洗練したのを、さらに、後、小次郎信

光が現在の姿に完成したものです。

「高砂」

「高砂」は、日本では最もポピュラーな祝言

能で、婚礼によく謡われますが、はじめそれに

より出席者は前半に登場する老夫婦のイメージ

を想起する訳でありま魂 しかし、この映画

がとりあげているのは、後半で若い男の神が漫

爽と登場して、テンポの速い舞をまいます。
×××××××××××××××××××××



「松風」 能がつくられた時代 はるか昔のの人びとは、

王朝時代に撮れをもち、能には、王朝時代のす

能では、最も有名なそして最高に人気のある

曲です。

これは観阿彌が、古い曲の「汐汲」を能に作

り上げたものですが、さらに世阿彌が改作しま

した。

｢源氏物語」ぐれた文学作品である から取材し

たすぐれた曲がたくさんにあります。それらは

い女性が主人公です。多く若い美し 世阿彌は、

能が目ざした純粋な美を、花にたとえ、若い移

りや‐すい年令にある女性にその美を見たのです。
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